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こ
の
章
で
は
、
「
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
老
化
・
衰
え
で
は
な
く
、
加
齢
・

皿
経
年
的
変
化
と
提
え
、
エ
イ
ジ
ン
グ
に
沿
っ
た
健
康
的
な
生
活
に
つ

皿
　
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

匹
　
　
図
２
－
Ｉ
は
、
平
成
十
九
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
厚
生
労
働

国韓
省
調
べ
）
の
わ
が
国
の
通
院
者
率
を
年
齢
階
級
別
に
グ
ラ
フ
に
し

白
た
も
の
で
あ
る
ｏ
「
十
五
～
二
四
歳
」
が
最
も
低
く
（
約
十
二
％
）
ヽ

い
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
上
昇
し
、
「
七
五
～
八
四
歳
」
で
約

四
　
六
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

皿
　
図
２
－
２
は
香
川
県
内
Ａ
町
の
調
査
で
、
年
齢
階
級
別
の
「
現
在

四
　
の
健
康
状
態
を
ど
の
よ
う
に
思
う
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ

ゎ
　
に
し
た
も
の
で
あ
る
・
゛
以
降
の
図
表
の
基
に
し
た
デ
ー
タ
は
ヽ
香

‐
１
　
川
県
Ａ
町
の
二
十
歳
以
上
八
十
歳
未
満
の
住
民
二
二
七
三
名
を
対
象

ｍ
　
二
四
二
七
名
か
ら
回
答
）
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
）

石
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

□無回答 0,0% 00% 0,0% 11% 13% 0,9%

・わからない 3,9% 0,0% 0.5% 17% 0,旅 0.9%

曰健康でない 2,郎 12% 1,8% 20% 36% 8,6%

國あまり健康でない 5,3% 6.6% ll,3% 112% 16.3% 19,0%

曰まあまあ健康である 53,9% 55 7% 65,2% 67 6% 61,1% 55,2%

四健康である 34.9% 36.5% 21,,3% 16.3% 17.3% 15 5%

図２－２　年齢階級別「現在の健康状態」

　
「
健
康
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
三
十
歳
代
が
最
も
高
く

（
約
三
七
％
）
、
そ
の
後
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
減
少
し
、
七
十

歳
代
で
は
約
十
六
％
で
三
十
歳
代
の
約
半
分
倍
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
健
康
で
あ
る
」
「
ま
あ
ま
あ
健
康
で
あ
る
」
を
合
わ
せ
る
と
、
二
十

歳
代
で
は
約
八
九
％
、
三
十
歳
代
で
約
九
二
％
、
以
降
年
齢
が
高
く

な
る
に
従
っ
て
減
少
し
て
い
く
が
、
七
十
歳
代
で
約
七
十
％
と
、
自

分
の
健
康
状
態
を
「
ま
あ
ま
あ
」
以
上
だ
と
感
じ
て
い
る
。
国
民
生

活
基
礎
調
査
と
Ａ
町
の
調
査
で
は
年
齢
階
級
区
分
が
若
干
異
な
る

が
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
か
ら
、
何
ら
か
の
病
気
や
ケ
ガ

（
傷
病
）
で
通
院
し
て
い
る
高
齢
者
は
約
六
割
以
上
い
る
が
、
Ａ
町

の
調
査
で
は
高
齢
者
の
約
ニ
ハ
％
が
「
健
康
で
な
い
」
「
あ
ま
り
健

康
で
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
約
七
割
以
上
が
自
分
の
健
康
状
態

を
「
ま
あ
ま
あ
」
以
上
だ
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
健

康
」
と
い
う
も
の
を
単
に
病
気
や
ケ
ガ
が
な
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
幅
広
い
観
点
か
ら
提
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
で
は
「
健
康
」
と
い
う
状
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
図
２
－
３
は
年
齢
階
級
別
の
「
健
康
と
は
ど
の
よ
う
な
状

召
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第ニ.章　エイジングに沿った健康的な生活

100S

80%

60%

40%

20%

　o%

ｋ
||Ｕ 臨丿叱　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

｜ ‖

朧
rll ｉ　。　　　。；

｜

｜

１
‖

jl 福
ﾄjl し

｜

ｊ
｜

病気やケ
ガがない

よく眠れ
　　る

快食･快

便である

日常生活

で困らな
　い行動

対人関係
が円満で

　ある

夢や希望
をもって

　いる

悩みがな
　　い

社会の柵
ﾙを守れ

　　る

人に迷惑

をかけな
　い

義務･責
任を果た

　せる

120歳代 94.1% 70邨 63 8% 36 2% 28.3% 21,7% 19 7% 11峰 112S 9,2%

口30歳代 87 4% 68旅 65 9% 46,7% 32.9% 33 5S 21旅 19 8% 210% 17,4%

S 40歳代 89 1% 68 8S 70 6% 48 4% 38､9S 35 3% 26,2% 24 0% 25 8% 213S

ロ50歳代 84 5% 719% 72.旅 63.6% 39 3% 35 2% 25 2% 29 5% 39.0% 30 4%

Q 60歳代 70 6S 70 3% 68,0% 68.3% 48 7% 44 8% 24 2% 40 8% 49.3% 38 6%

ロ70歳代 63.8% 65.1% 63.8% 72,4% 53.4% 37.1% 31.0% 45.3S 64.7% 37,9%

回２－３　年齢階級別「健康とはどのような状態」

態
と
思
う
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
病
気
や
ケ
ガ
が
な
い
こ
と
」
は
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
代
ま
で
は

八
十
％
以
上
で
あ
る
が
、
六
十
歳
代
で
は
約
七
十
％
、
七
十
歳
代
で

は
約
六
四
％
に
減
少
し
て
い
る
。
▽
万
、
「
日
常
生
活
に
困
ら
な
い

行
動
」
が
二
十
歳
代
で
は
約
三
六
％
で
、
以
降
年
齢
が
高
く
な
る
に

従
っ
て
割
合
が
高
く
な
り
、
七
十
歳
代
で
は
七
十
％
以
上
に
な
っ
て

い
る
。
同
様
に
、
「
対
人
関
係
が
円
満
で
あ
る
」
「
夢
や
希
望
を
持
っ

て
い
る
」
「
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
」
も
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ

て
選
択
率
が
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
十
歳
代
で
は
主

と
し
て
身
体
的
な
事
象
を
健
康
と
捉
え
て
い
る
が
、
年
齢
が
高
く
な

る
に
つ
れ
て
、
精
神
的
、
社
会
的
な
事
象
も
健
康
と
提
え
る
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
健
康
」
か
ら

イ
メ
ー
ジ
す
る
具
体
的
な
状
態
が
年
齢
階
級
に
よ
っ
て
異
な
り
、
自

分
に
と
っ
て
の
健
康
と
い
う
状
態
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
先
の
結
果
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
、

身
体
的
な
事
象
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
、
社
会
的
な
事
象
も
健
康
と

jZ
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20歳代 30歳代 40応拠代 50歳代 60歳代 70歳代

□無回苔こ 2，0％ 2,4％ 1,,8％ 4,6％ 59％ 6,,9％

・わからない 7,9％ 36％ 4,,1％ 4,,0％ 49％ 6,,0％

図ｽﾄﾚｽを穏Sじない 0.17％ 18％ 3,2％ 1,,7％ 2.6％ 52％

圀できて1ハな1ハ 17,､8％ 16 8％ 20,8％ 14,,3％ 10.5％ 99％

図少しできている 49,,3％ 56,,3% 53,､8％ 54 7％ 48,,4% 40,5%

図できて1ハる 22,4％ 19,,2％ 16.3％ 20.6％ 27､8％ 31,,5％

図２－４　年齢階級別「日ごろのストレス解消」
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳ｲ戈 70歳代

口無回答 7,9％ 5,,4％ 8,6％ 9,5％ 6,,9％ 3,9％

Ｓわからない 2,6％ 0,6% 1，8% 2,3％ 16% 0,9%

□満足しでいない 3,9％ 6,6％ 4,1％ 4,6% 3,,6％ 43％

圖あまり満足していない 19 7% 10,,2％ 18,6% 12,6% 9,2％ 9,,1%

曰まあまあ満足している 53 3% 64,,1％ 60､2％ 59,9% 60，1％ 56,0％

圓?酋足してしヽる 12.5％ 13.2％ 6.8% １１,２％ 18.6％ 25.9％

図２－５　年齢階級別「日ごろのくらしに満足」

1Uり70

80％

60％

40％

20％

　○％

〃

［
圖 � ﾖ

＼
１ ｌ

Ｌ 閤

摺

『
『

圖 幽 ｌ

20歳がこ 30歳ｲ戈 40歳代 50蕩汁t 60歳ｲ戈 70歳代

□無回勿こ 1,,3％ 1，2％ 0,5％ 09％ 1，6％ 2,2％

ーわ力ゝらなしヽ 7,､2％ 4,8％ 2.7％ 46％ 20％ 2,6％

固感じていない 3,,3% 1,､8% 0,,5％ 2,3% 23% 1,7%

圀あまり感じていない 211％ 16 2％ ２４，０％ 18,9％ ８㈲ 56％

図まあまあ感じている 487％ 55 1％ 55,7％ 47,､6％ 48，0％ 49 1％

国尽gじてしヽる 18,,4％ 21､○％ 16.7％ 25.8％ 37,3％ ３８,８％

図２－６　年齢階級別「喜ぴや生きがい」

招
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第ニ.章　エイジングに沿った健康的な生活

捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
象
の
現
在
の
状
態
を
年
齢
階
級
別
に
観
察
し
て
み
る
。

　
図
２
－
４
は
、
年
齢
階
級
別
の
「
日
ご
ろ
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
て
い
る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
で
き
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
四
十
歳
代
が
最
も
低
く
（
約
十
六
％
）
、
そ
の
後
年
齢

が
高
く
な
る
に
従
っ
て
増
加
し
、
七
十
歳
代
で
は
約
三
二
％
で
四
十
歳
代
の
二
倍
で
あ
っ
た
。
Ｔ
万
、
「
で
き
て

い
な
い
」
は
四
十
歳
代
が
最
も
高
く
（
約
二
Ｉ
％
）
そ
の
後
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
滅
少
し
、
七
十
歳
代
で

は
約
十
％
で
四
十
歳
代
の
約
半
分
に
な
っ
て
い
た
。

　
図
２
－
５
は
、
年
齢
階
級
別
の
「
日
ご
ろ
の
く
ら
し
に
満
足
し
て
い
る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
「
満
足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
四
十
歳
代
が
最
も
低
く
（
約
七
％
）
、
そ
の
後
年
齢

が
高
く
な
る
に
従
っ
て
増
加
し
、
七
十
歳
代
で
は
約
二
六
％
で
四
十
歳
代
の
約
四
倍
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
満
足

し
て
い
な
い
」
は
二
十
歳
代
、
四
十
歳
代
が
高
く
（
約
二
十
％
）
そ
の
後
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
減
少
し
、

六
十
歳
代
、
七
十
歳
代
で
は
約
九
％
で
二
十
歳
代
、
四
十
歳
代
の
約
半
分
に
な
っ
て
い
た
。

　
図
２
－
６
は
、
年
齢
階
級
別
の
「
日
ご
ろ
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
感
じ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
四
十
歳
代
が
最
も
低
く
（
約
十
七
％
）
、
そ
の
後
年

齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
増
加
し
、
七
十
歳
代
で
は
約
三
九
％
で
四
十
歳
代
の
約
二
・
三
倍
で
あ
っ
た
。
一
方
、

「
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
」
は
四
十
歳
代
が
最
も
高
く
（
二
四
％
）
そ
の
後
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
減
少
し
、

七
十
歳
代
で
は
約
六
％
で
四
十
歳
代
の
四
分
の
一
に
な
っ
て
い
た
。

　
高
齢
者
は
老
化
に
伴
う
体
力
の
減
退
や
病
気
が
ち
に
な
り
、
と
も
す
れ
ば
弱
弱
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
が

却
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健康である
まあまあ仮包

康である

あまり仮担淑

　でない
健康でない

□無回答 3.9% 4.1％ 5,6% 2､,1％

一わからない 3,,9% 4.1% 9,0% 2,,1%

ﾛｽﾄﾚｽを植lじない 2､,6% 2.3% 2,8% 2,,1%

・できていない 8､,1％ n,､8% 29.9％ 40,4％

圀少しできている 38,4% 56,.8% 45.2％ 42,,6％

・できてlハる 43.0% 20.8% 7,3% 10.6%

図２－７　健康感別「ストレス解消」

ち
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
が
で
　
即

き
て
い
て
、
暮
ら
し
に
満
足
し
、
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
い

る
、
と
い
う
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
反
対
に
、
働
き
盛
り
の
四
十
代
は
、
高
齢
者
に
比
べ
る

と
、
ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
て
お
ら
ず
、
く
ら
し
に
満
足
で
き
ず
、

喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
、
好
ま
し
く
な
い
状
態

に
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
で
は
、
健
康
感
（
現
在
の
健
康
状
態
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

か
）
と
ス
ト
レ
ス
解
消
状
況
、
暮
ら
し
の
満
足
感
、
喜
び
や
生
き
が

い
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
図
２
－
７
は
、
健
康
感
別
の
「
日
ご
ろ
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
て

い
る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
健

康
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
は
約
四
三
％
が
「
で
き
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
る
が
、
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
「
健
康
で
は
な
い
」
と

回
答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
七
％
、
約
十
一
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、

「
健
康
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
は
約
ハ
％
が
「
で
き
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
い
る
が
、
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
「
健
康
で
は
な
い
」
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第二灘　エイジングに沿った健康的な生活

100%

80%

60%

40%

20%

　o%

１ Ｅ ｉ 台

１

朧

健康であ

　　る

まあまあ

健康であ
　　る

あまり健
康でない

健康でな
　　い

ロ無回答 6,,5% 8.6% 3.4% 2.1%

凹わからない 1.3% 1,1% ２,旅 2.1%

ロ満足していない 20% 2.8% 10.7% 25.5%

圀あまり満足していない 7.2% Ｈ．５% 25,雌 19.1%

四まあまあ満足している 53,4% 63.7% 52.5% 46.8%

腿満足している 29.6% 12.3% 56% 4,3%

図２－８　値康感別「くらしに満足」

と
回
答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
％
、
約
四
十
％
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
統
計
的
検
定
（
カ
イ
ニ
乗
検
定
）
の
結
果
、
統
計
的
に
有
意
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
健
康
感
」
と
「
ス
ト
レ
ス
解
消
」
は

有
意
の
関
連
が
認
め
ら
れ
、
「
健
康
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
も
の

は
「
ス
ト
レ
ス
解
消
」
が
で
き
て
お
り
、
「
健
康
で
は
な
い
」
と
感

じ
て
い
る
者
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
図
２
１
８
は
、
健
康
感
別
の
「
日
ご
ろ
の
く
ら
し
に
満
足
し
て
い

る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
健
康
で

あ
る
」
と
回
答
し
た
者
は
約
三
十
％
が
「
満
足
し
て
い
る
」
と
回
答

し
て
い
る
が
、
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
「
健
康
で
は
な
い
」
と
回

答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
六
％
、
約
四
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
健

康
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
は
二
％
が
「
満
足
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
が
、
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
「
健
康
で
は
な
い
」
と

回
答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
十
一
％
、
約
二
六
％
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
統
計
的
検
定
（
カ
イ
ニ
乗
検
定
）
の
結
果
、
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
健
康
感
」
と
「
く
ら
し
に
満
足
」
は
有
意

の
関
連
が
認
め
ら
れ
、
「
健
康
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
も
の
は
生

27
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1ﾘりｰ

80%

60S

40%

20%

　O%

１ ｌ

Ｌ
-ﾐｉ

ｉ

-

｜

- 一 1- -

健康であ
　　る

まあまあ
健康であ

　　る

あまり健
康でない

健康でな

　　い

□無回答 1.0% 1.3% 17% 0.0%

⊆3わからない 3,3% 3,,雌 4.0% 4.3%

ロ感じていない 0.7% 1.0% 51% 12.8%

國あまり感じていない 8.1% 16 1% 22.6% 21.3%

図まあまあ感じている 48,2% 52.8% 45 8% 42.旅

酉感じている 38.8% 25,,4% 20.9% 19.1%

図２－９　健康感別「喜びや生きがい」

活
に
満
足
し
て
お
り
、
「
健
康
で
は
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
者
は
満
　
認

足
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
図
２
－
９
は
、
健
康
感
別
の
「
日

ご
ろ
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
健
康
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
は

約
三
九
％
が
「
感
じ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
「
あ
ま
り
健

康
で
は
な
い

二
Ｉ
％
、
約

は
な
い
」
「
健
康
で
は
な
い
」
と
回
答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約

％
、
約
十
九
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
健
康
で
あ
る
」
と
回
答

し
た
者
で
「
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
」
「
感
じ
て
い
な
い
」
を
合
わ

せ
た
回
答
は
約
九
％
で
あ
っ
た
が
、
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
「
健

康
で
は
な
い
」
と
回
答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
ニ
ハ
％
、
約
三
四
％

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
統
計
的
検
定
（
カ
イ
ニ
乗
検
定
）
の
結
果
、
統

計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
健
康
感
」
と
「
喜
び

や
生
き
が
い
を
感
じ
る
」
は
有
意
の
関
連
が
認
め
ら
れ
、
「
健
康
で

あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
も
の
は
、
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
お
り
、

「
健
康
で
は
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
者
は
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
図
２
－
1
0
は
「
日
ご
ろ
の
く
ら
し
に
満
足
し
て
い
る
か
」
別
の
「
日
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第二章　エイジングに沿った健康的な生恬

1UりS

　80%

　60S

　40%

　20%

　O%

ｉ ヨ １ ｉ

- --- －- 一 -

-|
Ｉ

Ｉ

圓

満足して
　いる

まあまあ
満足して

　いる

あまり満
足してい

　ない

満足して］
　ぃいO

□無回答 00% 0,4% 06% 0.0S

Ｓわからない 1.4% 2,7% 28% 9,5%

ロ感じていない 0.0% 0.6% 1.7% 25.4%

ーあまり感じていない 2.4% 11.0% 40.9% 47.6%

回まあまあ感じている 26 4% 61,3% 44 8% H.1%

ー感じている 69.8% 24,1％ 9,4% 63%

図２ －１０ 「くらしに満足」別「喜びや生きがい」

ご
ろ
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
か
」
の
選
択
肢
別
割
合
を
グ

ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
満
足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
者
は

約
七
十
％
が
「
感
じ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
「
満
足
し
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
者
は
約
六
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
満
足
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
者
は
「
感
じ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
者
が

い
な
か
っ
た
（
○
％
）
が
、
「
満
足
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
者

は
約
二
五
％
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
統
計
的
検
定
（
カ
イ
ニ
乗
検
定
）

の
結
果
、
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
く
ら
し

に
満
足
」
と
「
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
」
は
有
意
の
関
連
が
認

め
ら
れ
、
「
満
足
し
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
も
の
は
喜
び
や
生
き

が
い
を
感
じ
て
お
り
、
「
満
足
し
て
い
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
者
は

喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
健
康
感
（
現
在
の
健
康
状
態
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
）
と
ス
ト
レ
ス
解
消
状
況
、
暮
ら
し
の
満
足
感
、
喜
び
や

生
き
が
い
と
に
は
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て
い

る
こ
と
が
調
査
結
果
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
エ
イ
ジ
ン
グ
に
沿
っ

た
健
康
的
な
生
活
を
ど
う
展
開
し
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

器
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は
、
対
象
者
自
身
が
、
単
に
病
気
や
ケ
ガ
が
な
い
状
態
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て
の
健
康
な
状
態
、
自
分
　
ぶ

に
と
っ
て
の
最
善
の
姿
を
描
き
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
は
、
各
種
検
査
値
で
健
康
レ
ペ
ル
を
判
断
し
、
検
査
値
の
数
値
を
正
常
域
に
す

る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
健
康
感
と
生
活
満
足
感
や
生
き
が
い
感
は
密
接
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
の
で
、
日
常
の
生
活
の
中
で
、
充
実

感
や
満
足
感
、
生
き
が
い
感
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
人
で
で
き
る
こ
と
も
あ
る
が
、
家
族
や
地
域
、
職
域
、
行
政
等
関
係
す
る
も
の
が
協
力
し

合
っ
て
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
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